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プロテオバクテリア：31.4%

アシドバクテリオータ：28.9 %

その他：29.4 %

「アシド」とは「酸」を意味し、酸性環境でよく見られることから名付けられました。新しく発見されたグループで
ほとんど培養できておらず、その能力は謎に満ちています。特に土壌でよく見つかることから、土壌環境で重要な役
割を持っていると考えられています。

人類が古くから研究しているグループで、土壌や水環境でよく見つかります。多様な形態と能力を持っていることか
ら、ギリシャ神話の神「プロテウス（その姿を自由に変えることができる）」が語源になっています。土壌の物質循
環において重要なグループとされています。また植物と共生することができる仲間もいます。

10%に満たないグループが多数見つかりました。

プロテオバクテリアとアシドバクテリオータが多く、
畑土壌に一般的なコミュニティです。

地球冷却微生物はN2Oを、温室効果がない窒素ガスN2に変換できる酵素を持っています。その酵素遺伝子であるnosZ にはグループ1と
グループ2の2種類があります。この分析では、細菌コミュニティの中でもnosZ 遺伝子を持っている細菌だけを検出します。

グループ１

グループ２

プロテオバクテリアの中でも、アルファプロテオバクテリアとガンマプロテオバクテリアのnosZ 遺伝子が多く見つ
かりました。土壌に一般的に見られるタイプです。

バクテロイドータとゲマチモナドータのnosZ 遺伝子がが多く見つかりました。土壌としては珍しいタイプです。特
にバクテロイドータというグループの中でもクロアシバクテリウムが多く、クロアシバクテリウムは地球冷却微生物
として近年注目されている微生物の一つです（Hiis, Nature, 2024）。

地球冷却微生物：バクテロイドータが比較的多く、土壌としては珍しいです。

クールアースラボ ～「空気」と「土」に隠れていた大切なメッセージ ～

実験結果のご報告

土壌のN2O放出レベル：ほぼゼロ 土壌に一般的なレベルです。

実験日：2024年6月23日

N2OガスはCO2の約300倍の温室効果を持ち、主に土壌から空気中に放出され
ます。土壌ではN2Oの放出と吸収が同時に起きており、最終的な放出レベルは
放出と吸収のバランスによって決まります。
現在までの調査の結果、N2O放出レベルを「強く放出」「放出」「ほぼゼロ」
「吸収」の4段階に分けると、多くの土壌が「放出」または「ほぼゼロ」です。

今回の土壌のN2O放出レベルは「ほぼゼロ」であり、（1）放出が実際にゼロ
である、（2）放出と吸収が同レベルでバランスしている、という2つの可能性
があります。

採取地：GINZA SIXガーデンの土壌

バクテロイドータ：4.0 %

ゲマチモナドータ：6.3 %
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土壌だけでなくヒトの腸内でも重要な役割を持っています。

新しく発見されたグループで、農耕地でよく見つかります。近年は地球冷却微生物としても注目されていますが、
培養が難しいグループの一つです。

細菌コミュニティ：

本実験のデータは、市民参加型プロジェクト「地球冷却微生物を探せ」によって分析されました。本プロジェクトは、内閣府が主導する国家事業ムーンショット型研究開発事業「資源循環の最適化による農地由来の温室効果
ガスの排出削減（通称: dSOIL）」の一環として運営されています。このデータの営利目的を含めた二次利用はできません。
お問い合わせ先：東北大学大学院生命科学研究科 土壌微生物分野 (soil-in-a-bottle@grp.tohoku.ac.jp)


